
学校番号 211 

令和２年度 情報科 

 

教科 情報 科目 社会と情報 単位数 ２ 年次 １年次 

使用教科書 「最新 社会と情報 新訂版」実教出版 

副教材等 「30時間でマスター オフィス 2016」実教出版    

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

個人や社会と適切なコミュニケーションができるようになること、グループや社会で自分の考えを

持ち、多様性を認め合えるようになることを目指して、ディスカッションやプレゼンテーションな

どの実習にも積極的に取り組んで下さい。 

 

２ 学習の到達目標 

１．情報の収集・処理・発信などの情報活用能力を身につける。 

２．自ら課題を見つけ、解決していく能力を身につける。 

３．情報を主体的に活用し、情報社会に主体的に参加する態度を身につける。 

４．コンピュータの特性や情報通信ネットワークの仕組みなどを習得する。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

情報や情報社会に関心

をもち，身のまわりの

問題を解決するため

に，自ら進んで情報及

び情報技術を活用し，

社会の情報化の進展に

主体的に対応しようと

する。 

情報や情報社会におけ

る身のまわりの問題を

解決するために，情報

に関する科学的な見方

や考え方を活かすとと

もに情報モラルを踏ま

えて，思考を深め，適

切に判断し表現してい

る。 

情報及び情報技術を

活用するための基礎

的・基本的な技能を身

に付け，目的に応じて

情報及び情報技術を

適切に扱っている。 

情報及び情報技術を

活用するための基礎

的・基本的な知識を身

に付け，社会における

情報及び情報技術の

意義や役割を理解し

ている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやプリントの

記述 

実習の取り組み 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやプリントの

記述 

実習の記録 

発表の内容 

学習状況の観察 

ノートやプリントの

記述 

実習の記録 

実習の取り組み 

学習状況の観察 

ノートやプリントの

記述 

実習の記録 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

一
学
期 

情
報
の
活
用
と
表
現 

情報とその活用 

 

 

 

 

情報の表現 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

a: 「情報」の本質と情報モラ

ルの存在について関心をもつ。 

b:流通する情報に，どのような

発信者の意図が含まれている

かを考えることができる。 

c: よりよい生活の実現を意識

して，情報機器を使うことがで

きる。 

d: メディアリテラシーについ

て理解する。 

学習状況の

観察 

ノートやプリ

ントの記述 

実習の取り

組み 

定期考査の

結果 

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

コミュニケーション手段の発達 

 

 

情報通信ネットワークのしくみ 

 

 

ネットワークコミュニケーション 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 ○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

a:情報の伝達手段やネットワ

ーク上のコミュニケーション

に関心をもって学習する。 

b:コミュニケーション手段の

発達や，あたらしいサービスの

生活への影響について考える。 

d:情報伝達手段の発達によっ

て，あらたな問題点が生じてい

ることを理解する。 

学習状況の

観察 

ノートやプリ

ントの記述 

実習の取り

組み 

定期考査の

結果 

二
学
期 

情
報
社
会
の
し
く
み
と
安
全
性 

情報システム 

 

情報社会の法と個人の責任 

 

情報社会と安全性 

○ 

 

○ 

 

○ 

○  ○ 

 

○ 

 

○ 

a:身の回りの情報システムに

ついて関心をもって学習する。 

b:連携している複数の情報シ

ステムの間で，どのような情報

が共有されているかを考える。 

d:著作権の内容とその利用に

ついての事例を知っている。 

学習状況の

観察 

ノートやプリ

ントの記述 

実習の取り

組み 

定期考査の

結果 

情
報
社
会
と
問
題
解
決 

情報化の光と影 

 

 

情報システムと人間 

 

 

情報社会における問題の解

決 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

a:身の周りで使われている情

報技術について知ろうとする。 

b:コンピュータ等を使うこと

による日常生活や健康への影

響を考えることができる。 

c:インターネットを使ったコ

ミュニケーションの長所と短

所を考えて使うようになる。 

d:電子商取引の利点と問題点

とを説明できる。 

学習状況の

観察 

ノートやプリ

ントの記述 

実習の取り

組み 

定期考査の

結果 



三
学
期 

総
合
実
習 

情報発信のプロセス ○ ○ ○ ○ a:プレゼンテーションの方法

について知ろうとする。 

b:統計量のもつ意味を考えら

れる。 

c:プレゼンテーションソフト

ウェアを使って，発表用の資料

を作成できる。 

d: アンケート調査の基本的な

注意事項を理解する。 

学習状況の

観察 

ノートやプリ

ントの記述 

実習の取り

組み 

定期考査の

結果 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


